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②実施報告 クラブ委員長卓話実施のための講習会

発表：委員 谷口善紀（八尾RC）

国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会
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②実施報告 クラブ委員長卓話実施のための講習会

発表：委員 谷口善紀（八尾RＣ）

国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

日 時：2023年10月18日（水）16：00～18：00
場 所：ガバナー事務所会議室
出席者： IM クラブ名 人数 IM クラブ名 人数

1 大阪大淀 1 名 4 東大阪東 1 名

2 茨木 1 名 4 大阪御堂筋本町 1 名

2 大阪淀川 1 名 4 大阪難波 1 名

2 吹田 1 名 4 大阪南 1 名

2 高槻東 1 名 5 大阪西南 2 名

3 枚方 1 名 6 大阪咲洲 1 名

3 くずは 1 名 6 大阪天満橋 1 名

3 大阪城北 1 名 6 大阪帝塚山 1 名

合計 16クラブ 17 名
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国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

＜目的＞

クラブ会員の皆様に職業奉仕の理念を深く理解して頂き、

意義ある奉仕を実践していただくこと。

※職業奉仕月間における地区委員会からの卓話派遣は行わない。

職業奉仕委員長ご自身が、各クラブ内で卓話を実施し、

職業奉仕の理念を奨励していくための支援として講習会

を開催。
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国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

【次 第】

① 安松谷委員長 挨拶

②「職業奉仕とは」 近藤副委員長

③「ロータリーの職業奉仕 歴史と変遷」
安松谷委員長

④ 各クラブより発表

⑤ 質疑応答



（４）2023-24 事業実施報告②

国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

「職業奉仕とは」 近藤副委員長

1928年ロータリー国際大会で
参加者が着用したバッジ

超我の奉仕
（Service Above Self）

最もよく奉仕する者、最も多く報いられる
（One Profits Most Who Serves Best）

職業奉仕の理念
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国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

職業“で”奉仕

「職業奉仕とは」 近藤副委員長

クラブに奉仕

世界に奉仕青少年に奉仕

社会に奉仕

職業奉仕の実践
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国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

「職業奉仕とは」 近藤副委員長

お伝えしたかった事は

・職業人として高潔でなければならない事

・職業奉仕を理解して頂くと、ロータリー活動の本質が見えてくる事。

・職業奉仕の実践で自分自身も事業も成長できる事。

・職業奉仕は職業で社会の役に立つ、と言う事。
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国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

「ロータリーの職業奉仕 歴史と変遷」安松谷委員長
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国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

「ロータリーの職業奉仕 歴史と変遷」安松谷委員長

2016 「 奉仕の第二部門を改正する件」の採択

RI 規定審議会

ロータリーの理念に従って自分自身を律し、事業を行うこと

そして、自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てるため

クラブが開発したプロジェクトに応えることが含まれる。
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国際ロータリー第2660地区 職業奉仕委員会

各クラブより発表・質疑応答

（国際ロータリー定款 第3条・目的・第２）

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値

あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリ

アン各自の職業を高潔なものとすること。
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